
彙

報

れ
く
は
竪
富
な
る
新
資
料
を
網
羅
し
た
新
し
い
「
朝
鮮
叢
術
史
」
の
鷹
現

を
、
待
つ
こ
と
久
し
く
し
て
来
だ
そ
の
韮
を
果
た
さ
な
い
現
朕
に
於
い
て
、

本
隷
の
刊
行
は
策
な
る
詮
記
念
的
娼
版
と
し
て
“
は
な
く
、
大
い
に
讃
轡
界
を

醸
す
べ
き
も
の
あ
る
を
疑
は
ぬ
所
以
で
あ
る
○

　
な
ほ
、
塞
書
の
昏
篇
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
博
土
の
遺
さ
れ
た
類
似
の
三

論
交
巾
よ
り
そ
れ
る
＼
詳
細
な
る
部
分
を
聚
詳
し
、
決
定
版
の
作
成
と
も
い

ふ
べ
き
も
の
と
し
た
編
者
藤
島
亥
次
鄭
氏
の
多
大
な
る
努
力
が
は
ら
は
れ
て

み
る
こ
と
を
附
記
す
る
と
共
に
、
資
営
の
關
係
で
あ
ら
う
が
、
既
刊
の
二
雀

に
比
し
て
や
」
聞
嗣
の
不
鮮
朔
さ
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
書
難
に
…
封
し
て
特

に
本
霧
の
爲
に
惜
し
み
た
い
。
．
（
菊
版
七
五
八
頁
、
闘
版
十
二
頁
、
定
償
七

圓
、
『
岩
波
瞥
謄
獲
行
）
〔
小
林
行
雄
）

彙

弘遠辱

東
洋
更
、
談
語
事

例
露
　
九
月
二
十
七
日
（
土
）
傘
後
一
臨
睾
よ
り
樂
友
魯
館
第
六
號
窒
に
於
て

開
催
、
沸
波
教
授
、
宮
崎
、
田
村
爾
助
教
ほ
か
税
調
、
墨
’
盆
多
数
出
席
、
震

の
講
演
を
き
く
。

　
北
支
と
串
支
　
　
　
　
　
　
　

日
比
二
丈
炎
氏

　
綴
柳
貴
n
妃
の
素
性
に
づ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
氷
・
か
T
　
一
氏

十
月
三
綱
ハ
木
）
午
後
六
疇
牛
樂
友
會
鑓
第
六
號
案
に
て
旧
記
。

　
女
國
と
蘇
毘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
　
長
氏
「

第
三
牽
セ
巷
　
藥
噂
號

　
　
噺

広
郷
に
於
け
る
拳
道
と
佛
教

幅
竃
重

重
川
術
志
疑

　
　
　
　
　
東
方
文
化
研
究
所
公
開
講
演

　
東
方
文
化
研
究
衡
に
於
て
は
今
・
學
期
に
人
づ
て
た
の
講
演
を
行
っ
た
。
揚

慮
は
岡
所
動
盤
。

十
月
十
一
臓
（
土
）
午
後
暫
時
串
よ
り

　
流
動
山
の
現
在
と
過
・
去

　
麿
代
暦
法
に
及
ぼ
し
た
る
薦
方
の
影
響

西
洋
吏
護
書
禽

助
手
　
欝
比
野
寄
央
氏

研
究
負
藪
内
　
　
清
旧

例
露
　
昭
和
十
六
年
度
第
…
…
旧
例
倉
を
十
こ
入
撮
午
後
六
時
よ
り
於
樂
友
會
．

館
開
催
、
原
教
授
、
井
上
、
前
川
の
爾
講
師
を
始
め
三
三
藩
二
十
覧
名
。
　
脚

　
一
、
沁
。
ω
鴎
。
〈
欝
異
“
ω
0
6
芭
9
註
6
8
8
鑓
剛
。
窪
ω
8
蔓
。
｛
疹
。

　
　
　
菊
。
ヨ
琶
鵠
導
牧
民
。
●
　
　
　
二
馴
生
三
川
承
八
郎
灘

　
一
、
屑
・
9
Φ
貯
⑦
o
冨
“
＜
o
ヨ
ケ
q
Φ
ω
o
㌶
9
臨
謝
謝
ω
剛
昌
鄭
琶
偏

　
　
　
く
。
彗
ω
ぎ
ロ
畠
禽
○
㊦
ω
〇
三
〇
簿
Φ
　
　
　
　
巾
出
　
治
　
一
譜

　
　
　
　
　
地
理
攣
談
話
、
會

例
愈
　
十
月
二
十
蹴
鷺
（
土
）
午
後
二
蒔
よ
り
實
翻
案
に
於
て
開
催
、
出
席
者

二
十
八
各
◎

　
　
、
一
綱
生
直
谷
報
告

　
蒙
　
　
　
　
　
彊

　
ポ
　
ナ
　
ペ
　
島

　
一
、
興
撒
地
理
勲
育
私
見

俘
　
　
　
　
難
氏

川
喜
田
二
鄭
氏

吉
田
敬
帯
氏
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◇
禽
員
動
静

　
　
　
◇
入
　
　
　
愈

東
都
市
左
京
擁
松
ケ
崎
西
櫻
木
町
　
流

　
（
膚
小
牧
費
繁
飛
紹
介
）

窟
都
市
泥
京
町
北
白
川
亭
井
町
…
一
…
嵩

　
　
　
　
　
　
　
　
鮮

東
京
市
杉
並
麗
高
翻
寺
七
ノ
八
九
閉
　
潔
志
下

野
窟
市
東
東
帝
國
大
學
文
撃
三
国
洋
史
學
碍
鐘
室

東
京
市
本
郷
薩
動
城
町
灘
六
八
番
地

，
會

報

藤
野
義
明
氏

高
赤
岩
男
氏

秀
村
欣
コ
氏

矢
田
俊
隆
氏

金
澤
　
誠
氏

報

　
　
　
　
　
評
議
員
　
小
翔
．
琢
治
博
士
瓢

　
木
三
三
議
員
、
京
都
帝
國
大
撃
名
四
教
授
、
理
撃
博
士
小
川
琢
治
氏
は
、

古
稀
を
既
は
れ
て
後
も
釜
々
羅
礫
と
し
て
善
事
に
霧
痙
せ
ら
れ
つ
㌧
あ
っ
た

虞
、
昭
和
申
六
年
十
｝
月
潟
猟
H
華
前
十
一
聴
中
流
分
自
邸
に
於
て
漉
焉
と

し
て
長
逝
せ
ら
る
。
邦
家
の
爲
め
畢
界
の
爲
め
淘
に
痛
惜
8
3
極
と
欝
ふ
べ
く

謹
で
蓬
哀
悼
の
意
を
表
す
羨
第
で
あ
る
。
璽
峯
．
蓼
宅
旱
後
二

時
よ
り
黒
谷
塞
坊
に
於
て
告
別
式
鶯
ま
れ
、
朝
野
の
名
士
多
籔
の
馨
列
あ
り

諸
人
哀
悼
の
う
ち
に
も
盛
儀
で
あ
っ
た
。
博
土
の
履
歴
偉
勲
並
に
論
著
そ
の

他
は
本
誌
次
號
に
掲
げ
て
郷
生
雨
の
學
徳
を
し
の
ぶ
鞭
…
定
で
あ
る
。

一、

?
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
崩
赫
嚢
へ
置
…
ハ
の
癬
肌
艘
）

巾

婿

取

氏

第
二
十
七
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第
一
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臨
調
浦
　
一
郎
域

　
倉
橋
交
男
氏

成
城
高
等
羅
・
絞
圃
君
館

　
堀
米
．
鷹
鑓
氏
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